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１．横浜のもう一つの顔
　本誌の読者の方々は横浜にどんなイメージをお持ちだろう

か。「中華街や元町などの繁華街を擁する異国情緒漂うおしゃ

れな街」だろうか。ここではもう一つの重要な顔として、市の

北部に位置し、全国有数の面積を有する港北ニュータウンをご

紹介したい（写真 1）。

　筆者の勤務する東京都市大学横浜キャンパスは、その港北

ニュータウンの中に位置している（横浜市都筑区）。そのため

横浜市や都筑区の住民と協働で地域の課題に取り組む機会を

頂くことも多い。

　「ニュータウン」といえば、高度経済成長期の都市の過密化

や人口増加に伴う乱開発への対策から、全国的には 1950 年

代から 80 年代にかけて、郊外に都市計画に基づく大規模な

開発が行われた街である。港北ニュータウンのほか、千里、

多摩、高蔵寺ニュータウンなどが全国的に知られている。住み

やすい街というイメージの一方で、ニュータウンは画一的で個

性や歴史のない街、商品化されコミュニティがない街として批

判の対象にもなってきた（若林、2007：三浦、2004）。

　しかし港北ニュータウンの地元住民からは、これらのステレ

オタイプ化された街のイメージに対して、異議を唱える声が多

い。また、実際に地域住民の方 と々の付き合いが深まると、港

北ニュータウンが個性がないどころか、独特の歴史や特色を

持つ街として見えてくる。例えば開発プロセスの独自性があげ

られる。1965 年に横浜市の事業として発表されてから最後の

造成が完了する1996 年まで 30 年以上の時間がかかっている。

また住民参加型の手法で時間を掛けた交渉を行った結果、住

民の意見が数多く取り入れられ、全国でも初めて大規模な申

出換地 (1) が行われるなど、その後の大規模開発のモデルとなっ

た。農業専用地区も計画的に温存した。それもあって、古くか

らの住民が中心となって、横浜の他の地区ではほとんど見られ

なくなった虫送りのような年中行事も継承されている。その担

い手は必ずしも開発前からの住民（旧住民）だけではなく、開

発後に転入してきた新住民の見物や参加も盛んである。写真２

のように神社を出発した虫送りの松明行列に新住民の子どもた

ちやその若い親たちが多数加わり、高層マンションの立ち並ぶ

住宅地を夕暮れ時に練り歩く光景は、一瞬、異次元に迷い込

んだようである。

　開発プロセスに関わった人々が中心となって、このような街

の記録を残し、今後の街づくりに活かしていこうという「港北

ニュータウン記念協会」や、すでに９割を占める開発後の新

デジタルアーカイブで、街を語る主体を取りもどす
中村 雅子（東京都市大学）

写真 1：港北ニュータウンの景観（2013 年 10 月 15 日　筆者撮影）

直線的で広い車道、埋設式で電柱がない街路、背後に見える大きな公園

（緑地）、整然とした高層マンションといった要素がニュータウンらしい

景観を特徴づけている。

写真２：山田神社の虫送りの行列（2012 年 7 月 21 日　筆者撮影）
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住民の方々が多数参加する活動（「つづきをガイドする会」や「つ

づき交流ステーション」など）も活発に行われている。筆者の

研究室でもこのような街づくり活動に関わる人々のアーカイブ

活動のためのネットワーク「つづきアーカイブクラブ」のメンバー

となって（写真３）、情報共有のためのサイト「つづき『街の記

憶』プロジェクト」を協働で構築することに着手し始めたとこ

ろである。

２．「街の記憶」は実践によって生み出される
　さて長くなってしまったが、港北ニュータウンに限らず、街

の歴史が住民によって生み出され、編集されていく様子を多摩

ニュータウンの事例などにも見ることができる。ここで考えた

いのは、港北ニュータウンは「ニュータウンだが、例外的に個

性的」なのではなく、どの街にも「この街を特別にするための

実践」がありうるということ、そして、そのような実践にアーカ

イブが深く関わっているのではないかという見方である。

　セルトー（1980=1987）によれば、空間とは「実践された場

所」のことである（邦訳、p.243）。「街」という空間も、そこ

に共有される「街の記憶」も、そこで生きる人々の実践と結び

ついて初めて生まれ、実践にともなって変化するものと捉える

ことができる（中村、2011）。そうであれば「街の記憶」はそ

の実践のコミュニティ（レイブ＆ウェンガー、1991=1993）と

切り離すことはできない。異なる実践に携わる立場からは、異

なる街が立ち現れてくることも、そのように考えれば了解可能

である。実践が変わっていけば「街の記憶」も揺れ動く。

　地域イメージや地域をめぐる共同体意識は、近代以降、マ

スメディアと深く結びついてきた（Anderson,2006 ＝ 2007）。

またマスメディアに限らず、地域イメージがメディアや地域内外

のコミュニケーションに従って形成されていく（丸山・国領・公

文編、2006：田中、1997 など）。ここでは、中でも市民がデ

ジタル・テクノロジーと出会い、映像アーカイブというメディア

と取り組む意味について考える。

３．アーカイブの市民化
　図書館や学校、行政などが保有する郷土資料は「街の記憶」

の生成や維持に大きな役割を果たしている。このような公的主

体による地域資料の収集は、提供者である地域住民の協力な

しには成り立たない。その意味で多かれ少なかれ、地域アーカ

イブ作りには市民が参加して行われるのだが、市民による地域

独自の記録の掘り起こしや収集についても、インターネットや

デジタル化以前から、多くの地域で郷土史家、研究会などの人々

によって営まれてきた。しかしその活動は往々にして広がりを

持たず、同好の士の間に閉じる傾向にあった。

　一方、デジタル化で活性化した市民アーカイブ活動は、従来

の草の根の活動とかなり性格が異なっている。必ずしも歴史や

アーカイブの専門家によるものではなく、むしろインターネット

技術が起点となっていることが特徴である。先駆的な事例とし

て地域資料デジタル化研究会（山梨県）の「甲斐の庫」（1999

年から活動開始）が挙げられる。この種の活動の担い手の多

くは、もともとインターネットなどのメディア技術に関心が高く、

新しい技術を街づくりや地域活性化に生かせないか、という問

題意識からさまざまな活動に取り組み、その一つの展開として、

デジタルアーカイブに注目した人々である。市民参加で地域情

報を収集し、地域文化を再発見し、街の記憶として共有してい

くというデジタルアーカイブの活動は、彼らが目指す「情報化

に支えられたコミュニティ」という目標にも合致していた。

　このように紹介すると、インターネットに限定された情報発

信をイメージするかもしれないが、実際にこのようなタイプの

デジタルアーカイブ活動で行われている実践は対面的なコミュ

ニケーションをはじめとするさまざまな要素を含んでいる。そ

うでなければ成り立たないことが活動の中で明らかになってい

くのである。

写真３: つづきアーカイブクラブの公開ワークショップの様子

（2012 年 8 月 30 日　中村研究室撮影）
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　例えば市民デジタルアーカイブの代表的な事例である「みん

なでつくる横濱写真アルバム（以下、横濱写真アルバム）」（画

像 1）では、オンライン投稿だけでなく、スタッフが多くの市

内企業や個人に働きかけて写真を提供してもらったり、市内

各地で日を決めてイベントを開催し、人々に写真を持ち寄って

もらい、その場でスキャンやアップロードを手伝ったりといった

方法で収集を進めた。このようにユーザとの信頼関係や社会

的なネットワーク構築と、映像アーカイブを収集、蓄積、公開

することとが表裏一体の関係で進んでいったのである（中村、

2013）。

　このようにして集まった写真のかなりの割合は、いわば素人

写真であり、テーマ性や、芸術性、希少性に欠けるかもしれな

い。しかしこれらの写真は、市民一人ひとりが、何を「街の記憶」

として残し、共有すべきかという評価を専門家に委ねるのでは

なく、自分で判断して集まってきたものである。市民が自ら語

り、価値を見出す主体となるところに独自の意義があると考え

る。投稿コメントや投稿者の自己紹介を読み解いていくと、そ

の価値付けにも多様性がある。ある人は失われていく昔の風景

を両親の残したアルバムから選んで投稿し、ある人は昨日のイ

ベントの写真を「10 年たてばアーカイブになる」と、未来のアー

カイブと位置づけて投稿する。今はない建物や、昔の流行、服

装などの風俗、事件などにそれぞれ焦点をあてて語る人もいる。

　映像アーカイブのデジタル化が契機となって、人々のアーカ

イブ活動へのアクセスを広げ、街の記憶を語る主体となる市民

を増やしている。このようなアーカイブのあり方を、ここではトッ

プダウンの公的アーカイブにはない「語る主体を生み出すアー

カイブ」と呼びたい。

　語ることで生み出された主体は、ときには次のアクションへ

と動いていく。インターネットを媒介とした市民発のアーカイブ

活動の多くは、公的なアーカイブと異なり、それ自体を目的と

して留まるのではなく、目的をシフトして他の街づくりなどの活

動に発展したり、あるいは逆に放送局（例：調布市市民放送局）

や地域情報ポータルサイト（例：横浜市青葉区ポータルサイト「あ

おばみん」）などから発展したりする形で連動していることが多

い。アーカイブ活動自体

も生きて動いているので

ある。

画像 1：横濱写真アルバムサイトの一画面（池辺町杉山神社例大祭）

出典 URL：http://www.yokohama-album.jp/picture/detail/9612/　（中心の写真は筆者が投稿したもの）
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【註】

1.	 申出換地　港北ニュータウン開発では地権者に移動先の

案を提示した上で、希望する場所への換地を行う「申出換

地」が初めて本格的に採用された。従来はこの方法では

大規模な開発は進まないとされていたが、実際には駅前予

定地へと代替地を希望するようなケースでは、最大 8 割近

い減歩（面積の減少）が行われたにも関わらず、結果的に

多くの地権者の協力が得られた。
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